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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はパルプ工業で副生する2大工業 リグニンであるリグノスルホン酸およびチオリグニンの化学利
用を目的とした基礎研究をまとめたものである｡
まず, リグノスルホン酸については, ことにビニルモノマーとのグラフト重合を取扱い, リグノスルホ
ン酸のバ リウム塩がメタクリル酸メチルと H202-FeSO4レドックス開始により, きわめてすみやかに,
かつ効率よくグラフト重合することをみいだし, このレドックス系による一連の実験を行って, つぎのよ
うな知見をえた｡
(1) グラフト重合物の収量は H 202FeS04の濃度比の影響を強 くう汁, この価が4のとき最大になる｡





(4) リグノスルホン酸バ リウムはきわめて効率よくメタクリル酸メチルとグラフト重合する｡ このリグ
ノスルホン酸バ リウムの重合促進効果は, H 202-Fe2十の酸化還元反応で生成した Fe3+ が リグノスルホ
ン酸バ リウムによりFe2十に還元されることによる｡
(5) このグラフト重合では重合系の pH がグラフト効率に大きく影響するが, 塩素イオンの存在はグ
ラフト効率を低下させる｡
(6) グラフト結合位置は リグニンのグアヤシル核の C-5位および p-ヒドロキシベンジル核の C-3位
あるいは C-5位であると考えられる｡
つぎにチオリグニンのフェノールホルムアルデヒド樹脂との反応性を検討し, 各種の増量法によってチ




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
紙パルプ工業において大量に排出される廃液中のリグニンを回収 ･利用することは, 単に木材資源の立
場からだけでなく, 廃渉がもたらす公害の大きさからも, きわめて重要な課題である｡
著者は, この廃液 リグニンの化学的利用に関する基礎的な研究を行ない, 多くの予備実験の結果, 針葉
樹の亜硫酸法パルプ廃液から回収精製した リグノスルホン酸の2価の金属塩 とくにバリウム塩が H 20 2-
FeSO4レドックス開始によって メタクリル酸メチルと室温でも急速に効率よくグラフト重合することを
みいだし, この重合系において生成するグラフトポリマーの収量, 組成, 反応機構および反応に関与する




ことを試み, チオニグニソ, フェノール, ホルムアルデヒドをいろいろ組合せて調製した接着剤について,
その保存性, 熱硬化度, 接着性能などを観察して最適条件をみいだしている｡
以上のように, 本論文は廃液 リグニン利用の基礎的問題について新しい知見をもたらしたものであり,
木材化学, 木質材科学の分野に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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